
飛騨市ふるさと種蔵村開村 特集

４

開村式に参加した村民と関係者の皆さん

午前中には草刈り作業が行われました

飛
騨
市

    

ふ
る
さ
と
種
蔵
村

　「
飛
騨
市
ふ
る
さ
と
種
蔵
村
」
と

は
、
農
村
の
原
風
景
を
後
世
に
伝

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
そ

の
方
々
を
「
村
民
」
と
す
る
こ
と
で
、

支
援
者
の
確
保
と
集
落
の
維
持
を

目
的
に
つ
く
ら
れ
た
仮
想
の
「
村
」

の
こ
と
で
す
。

　
種
蔵
地
区
は
、
昭
和
の
は
じ
め

の
頃
は
20
軒
以
上
の
集
落
で
し
た

が
、
今
は
一
桁
と
な
り
、 

高
齢
化
率

も
60
％
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
石
積
み
の
棚
田
が

広
が
る
景
観
の
保
全
は
地
域
の
方

だ
け
で
は
困
難
と
な
り
、
種
蔵
を

守
り
育
む
会
を
中
心
に
地
域
外
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
保
全
活
動

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
種
蔵
村

          

　
　  

開
村
式

　
開
村
式
で
は
、都
竹
市
長
が「
飛

騨
市
ふ
る
さ
と
種
蔵
村
を
開
村
し

ま
す
」と
声
高
ら
か
に
宣
言
し
、そ

の
後
、初
代
村
長
に
は
地
元
種
蔵
地

区
の
藤
白
昭
一
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　
藤
白
村
長
は「
皆
さ
ん
の
知
恵
と

力
に
よ
っ
て
今
後
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、新
し
い
村
の
役
職
が

藤
白
村
長
か
ら
任
命
さ
れ
、副
村
長

に
は
以
前
か
ら
同
地
区
の
様
々
な
活

動
に
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
岐
阜
大

学
の
高
木
先
生
、教
育
長
に
は
同
じ

く
愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
神
田
先

生
、環
境
課
長
と
し
て
種
蔵
を
守
り

育
む
会
の
幅
会
長
、名
誉
村
民
と
し

て
飛
騨
農
林
事
務
所
の
河
瀬
所
長

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、村
民
を
代
表
し
、第
１
号

登
録
者
に
選
ば
れ
た
古
川
町
の
上
窪

祐
子
さ
ん
に
、河
合
町
の
山
中
和
紙

で
作
ら
れ
た
特
製
の
ふ
る
さ
と
住

民
票
が
藤
白
村
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
ふ
る
さ
と
種
蔵
村
役

場
」の
看
板
が
都
竹
市
長
と
藤
白
村

長
の
手
で
掲
げ
ら
れ
、大
き
な
拍
手

と
と
も
に
開
村
式
が
終
了
し
ま
し

た
。

【ふるさと種蔵村】で検索 !

もしくは
ＱＲコードで読み取り 

飛
騨
市
ふ
る
さ
と
種
蔵
村
が
開
村
し
ま
し
た

飛
騨
市
宮
川
町
種
蔵
地
区
に
残
る
農
村
の
原
風
景
を
い
つ

ま
で
も
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
６
月
30
日
、
景
観
保
全
活

動
に
ご
支
援
い
た
だ
く
方
々
で
組
織
す
る
「
飛
騨
市
ふ
る

さ
と
種
蔵
村
」
が
開
村
し
ま
し
た
。

飛騨市ふるさと種蔵村民になるには？
種蔵地区が大好きな方ならば誰でも村民になれます

村民の役割は？
種蔵地区のボランティア ( 草刈り・石積み ) 活動に参加願います
もちろん強制ではなく、出来る範囲で、お時間で結構です

村民になると？
オリジナルの住民票を交付します
保全活動に参加していただきますと、もれなく特産品をプレゼントします
種蔵の旬な情報をお届けします

村民登録については下記よりご覧ください

21 2018年８月号

飛騨市を襲った記録的な大雨特
集

　
7
月
５
日
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨
に
よ
り
、
西
日
本
各
地
に
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　
飛
騨
市
内
で
は
、
河
川
の
氾
濫
や
国
道
41
号
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
へ
の
大
規
模

な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、道
路
交
通
網
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

飛
騨
市
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雨

○
被
害
状
況（
7
月
19
日
現
在
）

　
・
人
的
被
害
　
　
　
　
０
件

　
・
住
宅
被
害
　
　
　
　
５
件

　
・
道
路
被
害
　
　
　
2
４
件

　
・
河
川
被
害
　
　
　
2
１
件

　
・
橋
梁
被
害
　
　
　
　
１
件

　
・
農
地
被
害
　
　
　
9
3
件

　
・
林
道
被
害
　
　
4
8
路
線

○
避
難
指
示
・
勧
告

　
・
避
難
指
示
　
６
１
７
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
１
８
９
１
人

　
・
避
難
勧
告
2
９
９
7
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
８
８
４
２
人

被
災
時
に
は
、各
行
政
区
長
、消
防
団

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
、
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
土
砂
撤
去
・
砂（
土
の
う
用
）運
搬

の
協
力

・
吉
城
建
設
業
協
会

○
水
道
等
の
復
旧
支
援

・
ひ
だ
管
設
備
協
同
組
合

・
吉
城
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

・
神
岡
衛
生
社

○
時
間
外
診
療

・
古
川
病
院

○
孤
立
者
の
宿
泊
支
援

・
す
ご
う
ビ
レ
ッ
ジ
修
徒
館

○
避
難
者
へ
の
マ
ッ
ト
の
提
供

・
N
P
O
法
人
V
ネ
ッ
ト
ぎ
ふ

○
避
難
者
へ
の
飲
料
、食
糧
の
提
供

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ト
ア 

さ
と
う

・
魚
で
ん

○
被
災
者
へ
の
新
聞
の
提
供

・
古
川
ニ
ュ
ー
ス
販
売

・
か
ん
や

○
被
災
者
へ
の
タ
オ
ル
セ
ッ
ト
の
提
供

・
三
井
住
友
海
上

○
孤
立
者
に
対
す
る
食
糧
、
飲
料
水

等
の
提
供

・
移
動
販
売

　ま
ご
こ
ろ
よ
し
さ
ん

  

市
長
コ
メ
ン
ト

　
道
路
は
被
害
の
大
き
さ
に
比
し

て
、
復
旧
が
早
く
、
関
係
者
の
尽
力

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
J
R
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
は
、

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
確
実
で
飛

騨
地
域
全
体
の
観
光
に
と
っ
て
も

重
大
な
打
撃
で
す
。こ
の
早
期
復
旧

が
当
面
の
大
き
な
課
題
に
な
り
ま

す
。J
R
や
国
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
、
協
議
し
な
が
ら
復
旧
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
民
家
の
床
上
浸
水
が
一
件
あ
り

ま
し
た
が
、
人
的
被
害
が
無
か
っ
た

の
は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

　
ま
た
、
区
の
皆
さ
ん
や
、
消
防
団

の
方
な
ど
が
力
を
発
揮
し
て
く
だ

さ
り
、
自
主
避
難
所
の
開
設
、
避
難

者
へ
の
呼
び
か
け
、
誘
導
、
警
備
な

ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
力
の
強
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●大規模な土砂によって流されたＪＲ高山本線の線路（宮川町牧戸地内）

●大量に流れ込んだ立木（宮川町小谷） ●国道41号を塞いだ土砂（古川町数河）

◆
支
援
企
業
の
紹
介（
順
不
同
、敬
称
略
）

【
災
害
応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
書
に

基
づ
く
応
援
】

【
市
民
・
事
業
所
等
に
よ
る
支
援
】


